
（様式１） 

平成３１年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０２５ 
提案機関名 環境農政局農政部農業振興課 

要望問題名 

薬膳料理用農産物の経済性の検討について 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 県西地区を中心に進められている未病対策を進めるため、薬膳料理の材料となる農産物について地域の栽培

環境に適した品目の選定、栽培技術の検討など研究と普及の両側面から生産拡大に向けて取り組んできたとこ

ろであるが、さらなる生産拡大には経済性の検討が必要となる。 

 そこで、薬膳料理用農産物の経済性を検討することで、生産者に対する普及指導の基礎資料とし、課題の解

決を図る。 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 企画経営部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 ２ かながわの農業経営を安定強化するための調査研究 

対応の内容等 

 県西地域を所管する足柄地区事務所では、薬膳料理向けの農作物として、トウガン、ニンニク、ヤブカンゾ

ウ、ツクネイモ、ザーサイ、アーサイの栽培展示圃が設置されています。このうち、トウガンとニンニクはす

でに経済性指標が作成されております。 

薬膳向けの農作物は、現在生産技術部が栽培試験を行っており、技術が確立されていませんがヤブカンゾ

ウ、ツクネイモは今後栽培指針を作成する予定であること、現地展示ほにおいても試験的な販売を検討してい

ることから、上記の研究課題の中で経済性の検討を行います。採算面から販売価格の参考となる資材等の経

費、収量性等の経済性の検討を行います。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


